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営業外収益（助成金収入）の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年 12 月期第１四半期連結累計期間（2023 年１月１日～2023 年３月 31 日）におきまして、

下記のとおり、営業外収益（助成金収入）76,302 千円を計上いたしますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 営業外収益（助成金収入）の内容 

2022 年 12 月期及び 2023 年 12 月期に実施した、一般社団法人日本機械工業連合会が取扱う、経済

産業省令和３年度補正予算「海外市場調査等事業費補助金（インド太平洋地域サプライチェーン強靭

化事業）」について、2023 年２月に補助金の額の確定通知等を受けましたので、76,302 千円を助成金

収入として営業外収益に計上いたします。 

当該事業は、インド太平洋地域におけるサプライチェーン強靭化を実現するサプライチェーンの可

視化、ロジスティクスの高度化、貿易手続きの円滑化及び生産拠点の多元化に向けた実証、事業実施

可能性調査又は人材育成等に対して、実施に要する経費の一部補助をすることで民間事業者等による

地域のサプライチェーン強靭化に向けた取組みを促進することを目的としたものであり、ドローンの

構成部品のマスターデータベースを作成することで、日本とインドにおける製造プロセス全体の「見

える化」を行い、よりレジリエントで強靭なサプライチェーンを構築することを目指すものでありま

す。 

 

２． 業績に与える影響 

当社の 2023 年 12 月期の連結業績予想については、国内の売上高においては前連結会計年度と同等

以上の売上高を見込むものの、海外における売上高については現時点で適正かつ合理的な数値の算出

が困難であると判断し、連結業績予想の開示を見合わせております。 

上記、営業外収益の計上による業績への影響につきましては、現在、その他の要因も含め精査中で

あり、業績予想の開示が可能となった時点で速やかに開示いたします。 

 

以 上 


